
耐震診断結果等の見方耐震診断結果等の見方耐震診断結果等の見方耐震診断結果等の見方    
①①①① 耐震診断の結果の表から、該当する建築物の「耐震診断の方法の名称」を確認します。 
②②②② 同表の建築物の「構造耐力上必要な部分の地震に対する安全性の評価の結果」を確認します。 
③③③③ 附表にて①①①①で確認した「耐震診断の方法」の欄を確認します。 
④④④④ 附表にて②②②②で確認した数字が「構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性」のⅠ、Ⅱ、Ⅲのどの区分に該当する
か  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

IS＜0.3又は

q＜0.5
左右以外の場合

0.6≦ISかつ

1.0≦q

IS/IS0＜0.5又は

CTU･SD＜

0.15･Z･G･U

左右以外の場合

1.0≦IS/IS0かつ

0.3･Z･G･U≦

CTU･SD

Ⅱ.大規模の地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性がある。

Ⅲ.大規模の地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が低い。

（※）震度６強から７に達する程度の大規模の地震に対する安全性を示す。いずれの区分に該当する場合であって
も、違法に建築されたものや劣化が放置されたものではない限りは、震度５強程度の中規模地震に対しては損傷が生
じるおそれは少なく、倒壊するおそれはない。

（※）備考に記入がない場合（補正をしていない場合等）

　　　第１次診断法IS0＝0.8、第２次診断法IS0＝0.6、Z＝1.0、G＝1.0、U＝1.0、Rt＝1.0とする

Ⅰ.大規模の地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が高い。

（一財）日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリー
ト造建築物の耐震診断基準」に定める「第2次診断法」及
び「第3次診断法」（2001年版）

（一財）日本建築防災協会による「既存鉄骨造建築物の
耐震診断指針」（1996年版、2011年版）

附表　耐震診断の評価の結果と構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性の評価

耐震診断の方法
構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性

③③③③    ④④④④    

⑤⑤⑤⑤    

用語解説 
IS：構造耐震指標（この値が大きいほど耐震性能が高い） 
 IS＝E0×SD×T 
 E0：保有性能基本指標 
IS0：構造耐震判定指標 
 IS0＝ES×Z×G×U 
 ES：耐震判定基本指標 
  （第１次診断ES=0.8、第２次診断、第３次診断ES=0.6） 
q：保有水平耐力に係わる指標 
CTU･SD（CT･SD）： 
 
 
 
 SD：形状指標 CTU：終局時累積強度指標 CT：累積強度指標 
T：経年指標 
Z:地域指標 岩手県は全域において、Ｚは1.0となっています。 
G:地盤指標、U：用途指標、Rt：振動特性係数 
診断者が診断時に採用した数値です。 
備考欄に記載がない場合は、1.0です。（補正をしていません） 
構造体の耐震性の判定は、IS≧IS0で求められることから、 
建築物の耐震性能は、ISとIS0を比較することにより、評価しています。 

構造体の粘り強さ、建築物の平面、立面形状から求められる
指標（この値が大きいほど耐震性能が高い） 

要安全確認計画記載建築物の耐震診断の結果
【防災拠点建築物】

内容 実施時期

1 ××郡〇〇町△番地 庁舎

（一財）日本建築防災協会による「既存鉄筋コ

ンクリート造建築物の耐震診断基準」に定める

「第2次診断法」（2001年版）

Is/Iso＝1.25

CTU・SD＝0.45

2 ××郡〇〇町△番地 庁舎

（一財）日本建築防災協会による「既存鉄筋コ

ンクリート造建築物の耐震診断基準」に定める

「第2次診断法」（2001年版）

Is/Iso＝1.25

CTU・SD＝0.30

No. 建築物の名称 建築物の位置
耐震改修等の予定

○○庁舎

建築物の

主たる用途
耐震診断の方法の名称

構造耐力上必要な部分

の地震に対する安全性

の評価の結果

○○庁舎

備考

① ②


